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発表場所：（社）日本測量協会 3 階会議室（資料配布）  
発表日時： 平成 19 年 6 月 14 日（木） 14 時～15 時 
解禁日時： 平成 19 年 6 月 14 日（木） 以降適宜 

  
社団法人  日本測量協会  

 
 

「全国測量技術大会 2007，測量・設計システム展 2007」を， 

6 月 20 日～22 日の 3 日間，パシフィコ横浜にて開催 

 
 

全国測量技術大会組織委員会（委員長 村井
む ら い

俊治
しゅんじ

）は，「全国測量技術大会 2007，測量・

設計システム展 2007」（主催：社団法人日本測量協会，社団法人全国測量設計業協会連合

会，有限責任中間法人日本測量機器工業会，財団法人日本測量調査技術協会）を，6 月 20
日～22 日の 3 日間，パシフィコ横浜にて開催します。  
 
  

「全国測量技術大会 2007，測量・設計システム展 2007」の概要は別紙 1,2 のとおりで

す。  
 
 
 
 
 
 
 
 

参 考： ホームページ「全国測量技術大会公式ページ」  
http://www.jsurvey.jp/geoforum2007.htm 
 
 

 

（問い合わせ先）  
  全国測量技術大会事務局：  

社団法人日本測量協会 〒112-0002 東京都文京区小石川 1-3-4 
  会員業務センター 会員部長     山本 博    電話 03-5684-3352 
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別 紙 １ 

 
測量，設計，地理情報システム（GIS），衛星測位（GNSS），空間情報，リモートセン

シング，環境・防災・地形・地質等調査の最新技術が，6 月 20 日～22 日の 3 日間，パシ

フィコ横浜に集結します。この分野の技術のわが国最大規模の祭典です。  
 全国測量技術大会 2007 は，機器，システム，ソフトウエア，器具，材料の新製品を一

堂に展示する「測量・設計システム展」と，講演会，シンポジウム，セミナー，技術発表

会，ワークショップなどの「コンファレンス」から成ります。また今年は，来場者が参加

する測量イベントも企画しています。  
 

■■ 測量・設計システム展 ■■  

  
 「測量・設計システム展」には，76 の出展社が最新製品を展示します。アメリカ，イギ

リス，ドイツ，カナダ，韓国，中国などのメーカーも出展し，横浜らしい国際色豊かな展

示会になりそうです。この展示会は東アジア地域でも最大級のもので，海外，特に韓国や

中国からの来場者数が年々増加しています。新製品の性能・品質・特徴をアピールするプ

レゼンテーションにも工夫が凝らされるようになり，今年はどのようなプレゼンでアピー

ルしてくれるか楽しみです。  
 

■■ コンファレンス ■■  

 
「コンファレンス」は，講演会・シンポジウム・セミナー・ワークショップが９つ，技

術発表会が５つ用意されています。その技術発表会のひとつ「登記測量技術発表会」は土

地家屋調査士会連合会が企画運営するもので，今年はこの会場で行なうことになりました。 
全てのプログラムが時宜を得たもので見逃すことのできないものばかりですが，なかで

も，今年の注目が集まっている主なプログラムを以下にしめします。  
 
★ 地理空間情報社会を迎えて････ 

 測量技術者にとっての今年の最大の関心事は，平成 19 年 5 月 23 日に参議院本会議で可

決成立した「地理空間情報活用推進基本法」，同じく 5 月 23 日に成立し公布された「測量

法の一部を改正する法律」，3 月 22 日に測位・地理情報システム等推進会議において決定

された「GIS アクションプログラム 2010」，更に 10 年ぶりに大幅改訂される予定の「公

共測量作業規程改訂」など，測量や GIS の法制度が大きく変わったことです。新しい地理

空間情報社会は，行政の効率化・高度化，国民生活の利便性の向上，産業・サービスの発

展・創出，国土の利用・整備・保全の面での計り知れない経済効果が生み出すと期待され

ており，全国測量技術大会で催される講演・パネルディスカッション・セミナー・事例紹

介などのシンポジウムにおいて，産官学民の対応が示されるものと期待されています。  
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● 特別講演「地理空間情報が拓く地域・生活イノベーション」  
   柴崎亮介（東京大学 空間情報科学研究センター長 教授）  
 「地理空間情報活用推進基本法」制定の科学技術面の指導助言をされた柴崎先生から，

地理空間情報に期待される役割を例示しながら，基本法によって拓かれた法的な枠組みの

下で，各地域における空間情報基盤の構築や運用の形態などについて提案が行われます。  
● シンポジウム「地理空間情報社会が拓く ―測量の新しい時代の幕開け」  
   第一部 地理空間情報の活用推進と政府の取り組み  
   第二部 地理空間情報の活用と普及  
 地理空間情報が高度に活用される社会を迎え，第一部では国土交通省，国土地理院，総

務省のそれぞれの担当者が政府の取り組みについて講演します。第二部では地理空間情報

の活用事例について自治体や公益法人の担当者が事例を紹介します。また，パネルディス

カッションでは，測量業界，地図業界，測量機器メーカー，データサービスの専門の立場

から，地理情報高度活用社会における民間事業者の役割について議論が展開されます。  
● 知っ得！測量時事情報セミナー「最近の測量行政の動向について」  
 10 年ぶりに大幅な改訂作業が進められている国土交通省の公共測量作業規程について，

国土地理院の担当官から概要が説明されます。  
● シンポジウム「空間情報のコンサルティングをめざして」  
 空間情報の利活用には，各種の仕様を定義する技術，仕様の策定・取得・運用に関する

管理技術，様々な利用の提案など，高いレベルのコンサルティング能力が求められます。

そこで，日本測量協会では平成 17 年度に資格「空間情報総括監理技術者」を創設しまし

た。この有資格者による自主活動組織「スペーシャリストの会」のメンバーが中心になっ

て，情報作成者と利用者の課題を踏まえたコンサルティングの重要性を討論します。  
 
★ ICT がもたらす情報化施工････ 
 国民生活や経済社会活動に密着する国土交通分野において ICT(情報通信技術 )を最大限

に利活用するイノベーションが推進されており，設計から施工への情報連携，ダンプトラ

ックの運用管理の高度化，施工情報の共有化，監督・検査業務の効率化・高度化など，ICT
を活用した施工現場の情報化の取り組みが行なわれています。  
 近年開発が急速に進んでいる自動追尾トータルステーションや GPS などの位置情報を

用いたリアルタイムな施工管理が，大規模工事のみならず中小の工事でも導入されるよう

になり，測量機器メーカーも積極的に取り組んでいます。  
● 情報化施工セミナー  
   第一部 ICT がもたらす施工情報の高度化と業務プロセス改革  
       トータルステーションによる出来形管理の紹介  
   第二部 情報の標準化により実現する施工現場の未来  
 第一部では，開発者，施工者及び発注者の立場から，トータルステーションによる出来

形管理の事例が紹介されます。  
 第二部では，主に衛星測位（GPS・GLONASS など）を活用した施工現場の事例（海外

事例を含む）が，測量機器メーカーおよび建設会社から紹介されます。  
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★ 防災で期待される測量の活躍････ 
 今，都市域での地震，水害（特に内水災害），地下街の洪水，地下街の火災，盛土地盤の

すべり・崩壊などが問題になっています。今後，自治体には，そのための地図づくりやも

ろもろの調査，防災計画など地道な対応が求められるようになり，測量・空間情報業界が

これらに貢献できる領域が限りなく広がると期待されています。  
● 防災シンポジウム「都市防災への提言 ―測量技術者が取り組む都市防災―」  
 社会の安全・安心を一層確実なものにするため，都市防災の専門家から，測量・空間情

報・GIS などが整備されていれば被災規模を縮小できたにちがいないという事例の紹介が

行なわれ，測量・空間情報・GIS の新たな市場が提案されます。  
 
★ 基準点王国，日本？･････ 
 わが国は国家基準点・電子基準点等，さまざまな基準点の整備が進められ，更に，都市

再生街区基本調査では 721 市町村に 25 万点の街区基準点が整備されました。街区基準点・

街区点データの管理が地方公共団体に委譲される状況にあって，これら膨大な数の基準点

の利用・管理は様々な問題を抱えています。  
● GIS シンポジウム「基準点をどうする？ －国民の財産だ！」  
 GIS の中で地図情報と連携させて基準点の維持管理を進めるなど，基準点を空間データ

として積極的に活用している先進的な公共団体の事例が紹介され，改めて基準点の重要性

が喚起されます。  
 
★ 楽しい「測量」？････ 
 全国測量技術大会に来場された方々に参加していただくイベントが４つ行なわれます。

プロである測量技術者は「測る」ことの原点に立ち返っていただき，また，測量の知識や

経験の浅い学生や一般の方には，測量の楽しさを実感していただきます。  
● 測量コンテスト  
 3 人 1 組のチームで，会場内に設置する 3 個の黒色円形標識（直径 30cm）の中心を結

んでできる三角形の垂直方向の高さを求めます。コンテストには「一般の部」と「プロの

部」および「精密機器部門」（トランシットやトータルステーションなどを利用）と「自作

機器部門」（物差しや分度器など身の回りの道具を利用）があり，測量精度，最確値，測量

の実施状況及び成果報告書の完成度，工夫やアイディアが審査されます。日頃の現場で鍛

えた測量の腕前を試したり，測ることへの斬新なアイデアを競ってもらいます。優れた成

果には各賞が準備されています。  
● 測量クイズ  
 コンベックスと電卓を用いて制限時間内に模型の測定・計算をおこないます。ピタゴラ

スの定理と三角関数の知識をフル活用して，頭をひねって答えを導き出していただきます。

正しい解答には正解賞を差し上げます。  
● 距離を測る体験コーナー  
 伊能忠敬も行なった「歩測」は距離を測る原点です。実際に歩測で距離を測る体験をし

ていただきます。誤差の少なかった方には，認定証「歩測の達人」を発行いたします。  
● 全国測量技術大会 2007 ウオーク in よこはま  
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 大会会場のパシフィコ横浜から，みなとみらい，外人墓地，赤レンガ倉庫，大桟橋，山

下公園，港の見える丘公園など横浜の名所を巡り，再びパシフィコ横浜に戻る，約 12km
のコースを歩きます。  
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 別 紙 ２    全国測量技術大会 2007 の概要  














